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オスカー･バルナック、
フリー ドリッヒ･フランケとパウル･ハイデッケ、
ヴィクター ･ハツセルブラッドへの｢献辞」
ライカと画面サイズ
近ごろ流行の使い捨てパノラマカメラ
や、それに準ずるコンパクトカメラは、
オスカー・バルナックの天才的閃きに
よって決められた24×36mmフレームの上
下をカットしたのに過ぎず、本物のパノ
ラマではなくて遊び心商品で資源の浪費
とも言える。
極言すればフレームに賭けたバルナッ
クの思いを冒涜するものといえる。
さて1913年バルナックライカのプロ
トタイプ。・ウルライカ（写真1）が製作
された。
写真｜・’913年にバルナックが製作したUr
ライカ。
写真は後年のレプリカ。
歴史書によれば、このウルライカは
35mm映画撮影用フイルムの性能テストカ
メラ、および今日の露出計の代わりに
使うのが考案のスタートで、当時やっと
豊富に供給され始めたフィルムは、未だ
不安定で、あまり均質でなかったから、
フィルム性能をチェックする道具として
登場したのであった。
研究改良の結果、1925年にオスカー．
バルナックのライカが市販されたが、
1991年の今日において、対象を発見、撮
影、フル・フレームそのままプリントし
て提示するカメラワークを考えると、全
く素晴らしい偶然としか言い様ｶぎ無いと
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思われる・・・＜その偶然について論ず
るのが本稿の狙いである＞・・・画期
的画面寸法を採用して製作販売が開始さ
れたのである。
以後生産されてきた35mmカメラのほ
とんどが、この画面サイズを踏襲した。
ライカの画面サイズは主として物理的
な必然的理由から採用された。
それは当時の35mm映画のスタンダー
ドサイズ（シングルフレームとも称す
る．日本のスチールカメラではハーフサ
イズに相当する）は18×24mmであって、
フィルムを肉眼で観察するには狭過ぎる
のと、バルナックはこの時代のフィル
ムの解像力0.03mmより判断して、点の集
合による画像力ざシャープ･に見えるには、
直径0.03mmの円を100万個並べる必要が
あるとしてその面積を700平方mmと算
出した。
またバルナックの画面比に係わる美
意識2：3へのこだわりがあったところ
から、計算すると22×33mmとなったので、
35mmフイルムの枠の中でのバルナック
の好みと、それに適する情報の物理的量
から、シングルフレームの倍の面積であ
るダブルフレーム24×36mmに決められた
と記載されている。
おそらく彼は美しい比率とされてい
る黄金分割1：1.618を知っていて、そ
れに近い値を採ったと思われる。
現在35mmフイルムのコマ送りに使われ
ているパフォレーション穴は1925年以
来の映画のコマ送りの名残である。
今日の技術ではパフォレーション穴を
無くして、フィルム幅一杯に画面積を広
げて情報量を増やすことも可能であり、
またそれを推奨する論者もいるが、現
在のフイルムは1925年頃よりも飛躍的に
解像力が向上しているので、あえてフィ
ルム面積を広げなくても十分な画質力：保
証されている、それよりも広げる事に
よるカメラの改良設計のほ・うが大変であ
る。
更にあの上下6mmずつのスペース合
計12mmのパフｵﾚｰｼﾖﾝ穴の部分が､
撮影と引伸しの時にフィルムの平面性を
安定させて、画像のシャープ°さを支えて
いる事も忘れてはならない。
写真2．ライカIICI949年製。
一般用と異なってスローシャッターが省略
されている、ファインダーの小さいバルナッ
クライカの標準的型。
バルナック・ライカ（写真2）のコン
パクトさ、1回のフイルム装填で36～40
カット撮影可能なシステムや、ローライ
フレックスの誕生は、盛んになりはじめ
たフォトジャーナリズムの発展を促し、
大衆の好みにもあって、多くのメーカー
で同工異曲のカメラが続々と作られるよ
うになった。
90年代のカメラは、あまりコンパクト
でなくなった機種もあるが、とにかくバ
ルナックも想像出来なかった様な35mm"
メラ全盛時代を迎えた。
2：3画面比率について、バルナック
は以下に記述される如き視覚的関係に気
付かず、彼の感覚的嗜好のみが大きく働
いて決まったと推定される。









